















































































































































第  １１  回へ  レ  ニ  ズ  ム  ～  イ  ス  ラ  ー  ム  考  
古  学  研  究  会。７月３日（土） 開会挨拶   佐々
木  達夫、司会 高浜  秀、岩井俊平（京都大学博
士課程）「トハーリスターンのパン焼きカマド」
Iwai Shunpei, Tandoors in Tokharistan. 柳生俊樹
（金沢大学博士課程）「西アジアにおけるズボン
型衣服の普及について」Yagyu Toshiki,  On the 
Spread of the Trouser-suit in Western Asia. 司会 
春田  晴郎、遠藤孝治（イラク研共同研究員）「エ
ジプト・クルナの石切り場における近年の調査」
Endo Takaharu,  Recent Investigation of the Ancient 
Egyptian Quarry at Qurna. 牧野久実（滋賀県立琵琶
湖博物館）「最近のエン・ゲヴ遺跡発掘調査の成
果について」Makino Kumi,  The recent discoveries 
from the Ein Gev excavationin. 中井義明（同志社大
学）「ペルシア戦争は何時終わったのか？」Nakai 
Yoshiaki, When the Persian Wars ended? 司会 田
辺勝美、西藤清秀（奈良県立橿原考古学研究所）
「パルミラにおける女性の埋葬」Saito Kiyohide,  
Women's burials in Palmyra. 芳賀満(京都造形芸
術大学 ) 「オベリスクの簒奪史」Haga Mitsuru,   
Vite fortunose degli obelischi. 春田晴郎（東海大
学）「ホラーサーン州ビールジャンド近郊の碑文
と 線 刻 画 」 Haruta Seiro,   Inscriptions and 
Drawings near Birjand, Khorasan, Iran. 司会 西
藤清秀、巽善信（天理参考館）「ヘレニズム以降
に現れるリュトンについて」Tatsumi Yosinobu,  On 
  他方、異動転勤のたびごとに新しいテーマ
に取り組むという状況のなかで、本来のテー
マによる研究が挫折しそうになったこともし
ばしばありました。それでもなんとか細々と
ながらも古代寺院研究をつづけて来られた理
由は、一生懸命になって卒論に取り組んだ経
験があったからだと思っています。つまり３
回生のときに、卒論のテーマを近江の古代寺
院に決めるとともに１年間留年するという勝
手な計画を立て、５回生のときには主に滋賀
県にいて古代瓦の実見につとめたのです。結
果、卒論そのものは取るに足らない駄作に終
わってしまいましたが、「平瓦の破片をみれ
ば、近江のどこの寺跡出土品なのか解る」と、
うそぶける程度になりました。このときに頑
張って古代瓦にくらいついていった経験こそ
が、今になってもしつこく古代寺院研究をつ
づけている基礎を形成したと感じています。  
 最近、私ははじめてギックリ腰を体験しま
した。「とても痛くて動けない！」。あの重
い古代瓦を相手に、今後どれだけ頑張れるか、
体力的にははなはだ覚束ないところもありま
すが、意欲はまだまだ衰えていません。考古
学の魅力をともに分かち合えるよう、在学中
の後輩諸氏にはとりあえず卒論で頑張ってく
ださいと伝えたいと思います。  
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